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色彩をパレットの上で作っていたが、筆触分割方を用いて制作すれ
ば、その作品を観る者が自らその網膜上でその色彩を

、、、、、、、、、、、、、
作って（視覚

混合して）くれたのである。 
 

 
無題 フランツ・クライン 制作年不明 

 
ベートーヴェン（ Ludwig van Beethoven  1770～1827

ドイツの作曲家、ピアニスト 音楽史上極めて重要な作曲家の一人）
は、作曲し終えた荘厳ミサ曲の譜面の冒頭に、自筆で、「Von 
Herzen – Möge es wieder－ zu Herzen gehen.」（願わくば、
心より出で、心に入らんことを）と書き記した。 

無題　フランツ・クライン　制作年不明

 

79 

音楽家（作曲家）は、イメージした曲想を、計算し尽くして五線
譜の上に表現しなければならない。それは、降って湧いた音形に着
想を得て、聴く者の霊的進化を誘発する楽曲（単音や和音の有機的
連鎖が創起から始まり、発展、展開を経て、結末に至る旋律として
表現される時間）を、音符によってコンポーズすることである。 

ベートーヴェンは、自分の心に生じた曲想と、むしろそれを生み
出す精神のエネルギーが、楽曲を通して（変質することなく）その
まま聴く者の心に届くことを願ったのである。 

クラインは、ベートーヴェンが願ったように、どうすれば自分の
心に降って湧いた色彩と、それが生じた心の「無垢な状態」がその
まま観る者の心に伝わるのか考えていた。それは、鑑賞者が Bモー
ドの思考で観る（生きている）ことを前提とした賭け

．．
であった。霊

的進化を誘発する色彩のハーモニーよりも遥かに積極的な意志、即
ち、霊的進化を実現する為に、半ば強制的に鑑賞者の思考を Bモー
ドに合わせようとする試みであった。 

人や事物に対して好意的であること、たとえそれが違和感を覚え
る対象であったとしても、ひとたびは受け入れる心の余裕を有って
いること、それは Bモードの思考の最も人間的な部分である。クラ
インのこの作品は、観る者に、そのように対峙することを要求して
いるのである。一言でいうと愛の強要

．．．．
である。 

しかし、クラインは遊び半分で我々に愛を強要しているわけでは
ない。抑々、愛は自由意志によって為されるものであり、強いるこ

．．．．

と
．
は、強いる者と強いられる者の関係を破綻させる。それは愛とは

対極的な行為ではないのか。以下に、クラインが破綻を覚悟で我々
に愛を強要する理由とその正当性について、クライン本人に代わっ

色彩をパレットの上で作っていたが、筆触分割方を用いて制作すれ

ば、その作品を観る者が自らの網膜上でその色彩を
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

作って（視覚混

合して）くれたのである。
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て弁明したい。

【愛を強要する理由】

全ては人々の霊的進化の為である。霊的進化と「愛の実践」は

殆ど同義である。そして、愛は実践することによってその本質に
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

近づく
4 4 4

ことができる。それ故、霊的進化は、繰り返される愛の実

践によって達成されるのである。芸術の創造は芸術家の「幼子の

ような心境、即ち無垢な心に降って湧く色彩」から始まる。通常は、

降って湧いた色彩が画家の直感によって無限のハーモニーが生ま

れる色彩のコンポジションに発展する。私が鑑賞者に愛を強要す

るのはこの段階である。

本来であれば芸術家が作品を生み出す為に全力で愛の実践を試

み、直観に従って霊的進化を誘発する色彩のハーモニーを具現化

する瞬間、即ち、それは「創造の苦悩と喜び」を交互に味わう濃
4

密な時間
4 4 4 4

の始まりである。

私は、その濃密な時間、即ち、霊的色彩をコンポーズすること

をそっくり鑑賞者に委ねたいと思ったのである。それは、私に代

わって、鑑賞者が心の中で作品を完成させるということである。

それ故、私は最も重要で興味深い段階の前で筆を置く。その代わり、

私は濃密な時間が、好意的な鑑賞者
4 4 4 4 4 4 4

の心に必ず到来するきっかけ
4 4 4 4

を命懸けで作る（描く）ことを約束する。

しかし、その方法は簡単ではない。霊的創造のきっかけとなる

霊的色彩は、心を無にして生命のベクトルと一体になることに

よってはじめて現れるからである。しかもそれは形を伴っていな

い。具体的にカンバスに移す為には、誰にとっても力強いきっか
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けとなる形象が、直観となって出現することを祈らなければなら

ない。もし祈り通り、私が生命のベクトルと一体になったのであ

れば、私が描いたそのきっかけは生命のベクトルに一致する指向

性を持っているはずである。

従って、愛の実践によってそのきっかけを発展させ、心に霊的

色彩のハーモニーを描くことができたとき、鑑賞者は観る者であ

ると同時に描く者
4 4 4

となる。ちょうど、印象派の作品を観る者が、キャ

ンバスの上には無い色彩を自分の網膜に描く（見る）ように。

しかもそれは B モードの思考によって為された私とのコラヴォ

レーションであり、霊的進化の試みを私に代わって行ったことに

なる。それは結果的に、絵画が時間芸術である音楽の特性を具え

たことを意味し、好意を以って観る者は、必然的にその未完の作

品を心のカンバス上で完成させ、その時間を私と共に生きたとい

うことである。

私は、私の未完の作品を、観る者が愛をもって（B モードの思

考で）眺めることで、その自由な心に色彩のコンポジションを描

かせたいのである。それは一瞬で描けるかもしれないし、一年後

にできるかもしれない。だが、その未完の作品は、こうして未来

永劫、観る者にその愛を強要し、心のカンバスに愛によって完成

させることを求め続けるのである。それは、私（の意志）が永久

に人々と共に在ることを意味している。

私は到達したこの絵画理論を信じ、作品を未完で終わらせるこ

とにした。未完の作品は、それを好意的に観る者に愛を要求し、

その返礼として霊的進化を贈るのである。
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クラインの「霊的進化の痕跡」は、鑑賞者に愛を強要する未完

の作品の「未完性
4

」であった。そして、幸運にも
0 0 0 0

彼との賭けに敗れ、

愛を以って
0 0 0 0 0

その未完の作品を眺めたとき、鑑賞者はクラインの術

中に嵌り、霊的進化を遂げて、その歓びを知ることになる。更に、

その歓びが多くの人々に連鎖する時、世界が必要としている変革

の可能性が生まれるのである。

あとがき

最後まで私の妄想
4 4

に付き合って下さった読者諸氏に感謝の念を捧

げたいと思う。そして、いつかその妄想が現実となり、共に霊的進

化を目指すことができれば、それは無上の喜びと言うしかない。こ

こに、私が体験した二つのエピソードをあとがきに代えて記すこと

を許していただきたい。何れも半世紀を遡る記憶に基づく為、詳細

は正確さを欠くが、今尚鮮やかに蘇るそれ等の記憶にはお伝えした

いメッセージが含まれている。一読いただければ幸甚である。

エピソードⅠ 悪いことをした中学生

私は、自分の言動の根拠を色彩で
0 0 0

説明したことが過去に一度だ

けある。その色もよく覚えている。それは中学三年生の夏休みが

始まってすぐのことであった。父は、私の成績表を見ながら、な

ぜ社会科の点数が酷く悪いのか尋ねた。「社会科に色がないから」

と答えると、それなら数学は何色かと問われて、「黄色」と即答し

たところ、続けて問うので、理科の「緑」、英語の「深い緑」、国

語は、「浅はかではない水色」、と答えていった。次が美術だったら、

「紫」と答えていたが、父は質問を変えた。
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「では、社会科はなぜ色がないのか」の問いに、「先生に人間を

感じないから」と返すと、父は、「ほー」と言って、それ以上何も

訊かなかった。私の心には釈然としないものが残った。３学期に

入ってから起きた（起こした）父兄呼び出し事件は、その「釈然

としないもの」が原因であった。

私のやったことは、その理由と共に職員室で問題になっていた。

学年主任の H 先生が、謹慎中の私を心配して、家まで来られたこ

ともよく覚えている。H 先生は、その時家にいた父と通じるもの

があったらしく、事件について一頻話された後、私を擁護するよ

うなことを仰って帰って行かれた。私は「色のない授業」がどう

いうものか、父に知って欲しかっただけであった。

家にあったポンコツのテープレコーダーを持ち出した私は、そ

れを教卓の引き出しに忍ばせて、授業の様子を記録（録音）した

のである。しかし、その白黒の授業
4 4 4 4 4

が半ばを過ぎた頃、タイミン

グ悪く、一瞬の静寂の中で録音がリバースに切り替わったのであ

る。かすかに、だがはっきりと聞こえたその音を不審に思ったＫ

先生はそのポンコツと悪いことをした生徒
4 4 4 4 4 4 4 4 4

を見つけ出し、私は職

員室で動機を問われることとなった。

私は、ありのままを説明したが、さすがに「先生に人間を感じ

ないから」は、言えなかった。その為、この時は十分な弁明を果

たせなかったが、５０年を経た今、懐かしい記憶を頼りに、今一

度悪いことをした動機を分析したいと思う。

私はどの教科も、それを教える先生に興味があった。愛すべき

先生の授業は、先生の人間性を通して
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その内容が理解できたから

である。愛すべき先生とは、真実を語る先生のことである。
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しかし、中学生の私に「愛」も「真実」もない。私が分かってい

たのは、「本当のことは、スリリングで面白い」ということだけだっ

た。だが、子供は「動的平衡」を生きているので、思いのほか真実

を見抜くのである。つまり、真実は、それを真実と信じる人を通し

て真実になる。即ち、真実は人によって生きて在るもの
4 4 4 4 4 4 4

となり、唯

一であると同時に、人間の自由な意志によって変幻自在となる、と

いうことである。従って、人が真実を語る時、真実は可変的である

ことで真実を保ち、動的平衡であることが真実の証となる。

１４歳の私は、その状態（真実が先生の思考によって自由自在

に変化している状態）から逆に、語られる内容の真偽を判定して

いたということになる。つまり、真実は、先生の自由意思によっ

て変幻自在となり、その結果、何よりスリリングで面白いのである。

従って先生は、自分が語っている（教えている）ことが（自身

にとって）真実であるのか、虚偽なのか、或いは、それも分から

ないので、その根拠を自分以外（例えば教科書）に置いているの

かを自ら露呈することになる。

即ち、真実を語っている先生の実在はそこに在るということで

ある。それは、先生の、目の動きや言葉の響き、言葉の間合い（真

実を伝えようとするとき、人は、それが相手に伝わったことを確

認する為の間をとる）、身振りや手ぶりなどの諸動作（例えば時計

を頻繁に見るのは、「私はここに居ません」と言っているのも同然

である）、そして、何よりも、「生徒と一つになりたい」と願う先

生の情熱が伝わってくることで分かる。

子供の私には、その情熱がそのまま先生の人間性であった。そ

して、先生の人間性と教科の内容が重なって生まれる色彩がその

 

85 

（情熱）に欠けているか、教科そのものが真実でないか、或いはそ
の両方ということになる。それを父に伝えることのできないもどか
しさが、私に悪いこと

．．．．
をさせたのである。 

私に悪いところがあったとすれば、それは、途中から授業の録音
を面白がっていたことである。だが、それも、芸術を愛するH先生
は理解してくれていたと思う。なぜなら、その行為が、あの退屈極
まりない白黒の時間をスリリングでシュールな世界に変えたのだ
から。 
 
エピソードⅡ 半世紀前のキャンプで体験したこと 

もう一つ、その頃の体験の中に、本編に繋がるものがある。私は
中学に上がってすぐのころから気の合う友人と山登りを始めた。山
中で一二泊するのが常であったが、私たちは季節を問わず、気が向
けばいつでも出発した。目的は山の霊気で汚れを祓い、夕食後誰か
らともなく始まる哲学論議を極めることであった。たまに山の霊気
が薄い為か、話の行方が巷に向かうこともあったが、私達にはそれ
を楽しむ余裕があった。 

そういう訳で、山はいつも聖なる
、、、

六甲山で、出発基地は魚崎小学
校¹⁵の北にある友人の家だった。そこから阪急岡本駅まで市街地を
抜け、山登りは駅の北東から入る保久良神社への参道から始まった。
参道といってもつづら折りが続く急な坂道で、友人の一人は、「心
臓破りの坂」と呼んでいた。 

山頂の神社のお陰か、いつも心臓は無事で、その後金鳥山、風吹
岩、七曲がり（つづら折りが続くクマザサの生い茂る登山道）を経
て山頂に至るのである。後に知ったのだが、物理学者楢崎皐月が「カ
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校¹⁵の北にある友人の家だった。そこから阪急岡本駅まで市街地を
抜け、山登りは駅の北東から入る保久良神社への参道から始まった。
参道といってもつづら折りが続く急な坂道で、友人の一人は、「心
臓破りの坂」と呼んでいた。 

山頂の神社のお陰か、いつも心臓は無事で、その後金鳥山、風吹
岩、七曲がり（つづら折りが続くクマザサの生い茂る登山道）を経
て山頂に至るのである。後に知ったのだが、物理学者楢崎皐月が「カ

教科の色
4 4 4 4

であった。従って、教科に色がない原因は、その先生が

人間性（情熱）に欠けているか、教科そのものが真実でないか、

或いはその両方ということになる。それを父に伝えることのでき

ないもどかしさが、私に悪いこと
4 4 4 4 4 4

をさせたのである。

私に悪いところがあったとすれば、それは、途中から授業の録音

を面白がっていたことである。だが、それも、芸術を愛する H 先生

は理解してくれていたと思う。なぜなら、その行為が、あの退屈極ま

りない白黒の時間をスリリングでシュールな世界に変えたのだから。
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（情熱）に欠けているか、教科そのものが真実でないか、或いはそ
の両方ということになる。それを父に伝えることのできないもどか
しさが、私に悪いこと

．．．．
をさせたのである。 

私に悪いところがあったとすれば、それは、途中から授業の録音
を面白がっていたことである。だが、それも、芸術を愛するH先生
は理解してくれていたと思う。なぜなら、その行為が、あの退屈極
まりない白黒の時間をスリリングでシュールな世界に変えたのだ
から。 
 
エピソードⅡ 半世紀前のキャンプで体験したこと 

もう一つ、その頃の体験の中に、本編に繋がるものがある。私は
中学に上がってすぐのころから気の合う友人と山登りを始めた。山
中で一二泊するのが常であったが、私たちは季節を問わず、気が向
けばいつでも出発した。目的は山の霊気で汚れを祓い、夕食後誰か
らともなく始まる哲学論議を極めることであった。たまに山の霊気
が薄い為か、話の行方が巷に向かうこともあったが、私達にはそれ
を楽しむ余裕があった。 

そういう訳で、山はいつも聖なる
、、、

六甲山で、出発基地は魚崎小学
校¹⁵の北にある友人の家だった。そこから阪急岡本駅まで市街地を
抜け、山登りは駅の北東から入る保久良神社への参道から始まった。
参道といってもつづら折りが続く急な坂道で、友人の一人は、「心
臓破りの坂」と呼んでいた。 

山頂の神社のお陰か、いつも心臓は無事で、その後金鳥山、風吹
岩、七曲がり（つづら折りが続くクマザサの生い茂る登山道）を経
て山頂に至るのである。後に知ったのだが、物理学者楢崎皐月が「カ

校１５の北にある友人の家だった。そこから阪急岡本駅まで市街

地を抜け、山登りは駅の北東から入る保久良神社への参道から始

まった。参道といってもつづら折りが続く急な坂道で、友人の一

人は、「心臓破りの坂」と呼んでいた。
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タカムナの古文書」に巡り会ったのが、保久良山から金鳥山にかけ
てのどこかであるという 16。 
また、当時六甲山の頂上には、目印としては大き過ぎるパラボラ

アンテナ（1992年まで在日米軍の通信基地であった）が設置され
ていたのだが、そのすぐ横を通って、裏六甲を有馬温泉の入り口付
近まで下るコースがあった。それは通称魚屋道と呼ばれる鯖街道の
山岳路であった。 

土曜日の放課後などに出発したときは、山頂までの中間地点で野
営し、翌日改めて山頂を目指した。中間地点というのは、アカマツ
やナラ、クヌギなどの混合樹林に開けた窪地で、長径が２０～３０
m ほどのたまご形の池が占めていた。山頂に至る登山道を逸れて 5
分ほどのところにある為か、横池（正式名、横ノ池）という名が付
いていた。 

よく野営したポイントは、その横池を含めて数か所あったが、一
番遠くにあったのは、山頂を経て裏六甲を魚屋道で下ると、麓付近
で突然現れる有馬川源流の狭い河原であった。そこは紅葉の頃、正
にもみじの紅

あか
に息を呑む隠れた名所とでも言うべき稀有な場所で

あった。また、地獄谷という怖い名前の付いた河原は広々と開け、
そのせせらぎは、深夜を過ぎても続く哲学論議に深山幽谷の臨場感
を添えていた。 

私がとりわけ気に入っていたのは横池であった。話しが佳境に入
り、焚火がちろちろ燃える赤黒い炭火になったころ、ふと見上げた
空はいつもの夜空ではなかった。それは紺の広がり

．．．
ではなく、黒い

透明の奥行
．．

であった。他の野営地でも星降る夜の神秘は筆舌に尽く
し難く、それらを形容する言葉は見当たらなかった。 
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それでも、私にとって横池は特別な場所であった。そこは母親の
胎内のような、外界から隔絶された場所だった。池は、「俺たちが
守ってきたのだ」と言わんばかりに様々な雑木がぐるりと取り囲み、
ところどころ幅を広げて続く白砂の岸は池に沿って生き物のよう
にくねっていた。 
 古い屋根型のテントは砂地が広がったいつものポイントに設営
され、夜になると黒々とした深い森に切り取られた楕円の天蓋は、
楕円に限定されたことで益々その向こうに在る無限の奥行を主張
していた。その無限の奥行と帆布一枚隔てたテントの中で、私たち
は永遠の今を共有する同胞はらから

となった。 
ある夜、私達は星を眺める為に議論を中断し、テントから出て地

面に横たわっていた。それは、アカマツが放つテレピンの芳香に包
まれ、夜の帳と共に下りてきた山の静寂を味わう至高の時であった。
私は、黒いビロードの上に銀色の仁丹をばら撒いたような天の川を
漫然と眺めていた。 

そのうち、天中にある一粒
．．

に視線が留まり、それがどのくらい彼
方にあるのか想像していた。すると、ふと閉じた瞼の裏が無限の宇
宙空間と化したのである。私は思わずシュラフから手を伸ばして砂
を掴んだ。少し湿った冷たい砂は、実態を失いかけた大地のように
拳からにじり出た。私は言い知れぬ恐怖に全身が硬直する思いであ
った。  

恐怖が諦念に変わり、全ての意味が消失する瞬間
．．．．．．．．．．．．

はすぐにやって
来た。私は、自分に押し付けていた諸々の生きる意味と共に宇宙の
彼方に消えたのである。何も考えることができなくなった私は、自
分が全くの無に等しいことを悟ったのである。 

てのどこかであるという 16。
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近まで下るコースがあった。それは通称魚屋道と呼ばれる鯖街道の
山岳路であった。 

土曜日の放課後などに出発したときは、山頂までの中間地点で野
営し、翌日改めて山頂を目指した。中間地点というのは、アカマツ
やナラ、クヌギなどの混合樹林に開けた窪地で、長径が２０～３０
m ほどのたまご形の池が占めていた。山頂に至る登山道を逸れて 5
分ほどのところにある為か、横池（正式名、横ノ池）という名が付
いていた。 

よく野営したポイントは、その横池を含めて数か所あったが、一
番遠くにあったのは、山頂を経て裏六甲を魚屋道で下ると、麓付近
で突然現れる有馬川源流の狭い河原であった。そこは紅葉の頃、正
にもみじの紅

あか
に息を呑む隠れた名所とでも言うべき稀有な場所で

あった。また、地獄谷という怖い名前の付いた河原は広々と開け、
そのせせらぎは、深夜を過ぎても続く哲学論議に深山幽谷の臨場感
を添えていた。 

私がとりわけ気に入っていたのは横池であった。話しが佳境に入
り、焚火がちろちろ燃える赤黒い炭火になったころ、ふと見上げた
空はいつもの夜空ではなかった。それは紺の広がり

．．．
ではなく、黒い

透明の奥行
．．

であった。他の野営地でも星降る夜の神秘は筆舌に尽く
し難く、それらを形容する言葉は見当たらなかった。 
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それでも、私にとって横池は特別な場所であった。そこは母親の
胎内のような、外界から隔絶された場所だった。池は、「俺たちが
守ってきたのだ」と言わんばかりに様々な雑木がぐるりと取り囲み、
ところどころ幅を広げて続く白砂の岸は池に沿って生き物のよう
にくねっていた。 
 古い屋根型のテントは砂地が広がったいつものポイントに設営
され、夜になると黒々とした深い森に切り取られた楕円の天蓋は、
楕円に限定されたことで益々その向こうに在る無限の奥行を主張
していた。その無限の奥行と帆布一枚隔てたテントの中で、私たち
は永遠の今を共有する同胞はらから

となった。 
ある夜、私達は星を眺める為に議論を中断し、テントから出て地

面に横たわっていた。それは、アカマツが放つテレピンの芳香に包
まれ、夜の帳と共に下りてきた山の静寂を味わう至高の時であった。
私は、黒いビロードの上に銀色の仁丹をばら撒いたような天の川を
漫然と眺めていた。 

そのうち、天中にある一粒
．．

に視線が留まり、それがどのくらい彼
方にあるのか想像していた。すると、ふと閉じた瞼の裏が無限の宇
宙空間と化したのである。私は思わずシュラフから手を伸ばして砂
を掴んだ。少し湿った冷たい砂は、実態を失いかけた大地のように
拳からにじり出た。私は言い知れぬ恐怖に全身が硬直する思いであ
った。  

恐怖が諦念に変わり、全ての意味が消失する瞬間
．．．．．．．．．．．．

はすぐにやって
来た。私は、自分に押し付けていた諸々の生きる意味と共に宇宙の
彼方に消えたのである。何も考えることができなくなった私は、自
分が全くの無に等しいことを悟ったのである。 
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そして、この世の真実を解き明かすはずの己の思考が蚊の思索程
もないことを知り、往生際良く観念するしかなかった。自分が何れ
この世から消滅する意味が分かった私は、隣で星を見ている友人が
無性に愛おしくなった。だが、私は今日まで、彼らに一度もその時
感じたような深い感謝の言葉を述べたことがない。恐らく、それが
辞世の句のように響くことを嫌うからであろう。  

全ての意味が消失したのは、無限の宇宙に同化することで、時を
．．

生んでいた自我
．．．．．．．

が消えたからであった。そして今、「死が意味する
こと」は、無限の彼方にあるあの天中の星のようにはっきり見えて
いる。 
 
〈死と永遠の生について〉 

ある日その時が来て、私の存在は永遠の無に帰す。それはあまり
に悍ましい、受け入れがたい現実である。だが人は、死に蹂躙され
る前に死と和合する。それは、全ての執着を捨て、無条件で死を受
け入れる為の究極の生であり、死を超越する為に生が到達する究極
の境地である。 

もし今際の際に至らなくともその境地を生きるなら、人は執着か
ら解放されて「永遠の生」を生きることとなり、思考は無限の可能
性を得るのである。それは、「人は死を受け入れることによって永
遠の生に到達する」という深遠なパラドックスである。 

「永遠の生」とは人間の思考に無限の可能性を与える形而上学的
永遠の生命のことであり、絶対現在

．．．．
を生きることを意味する。生物

学的永遠の生命においては、「永遠の生」は永久に失われる。人間
は死によって限定されるが故に思考し、「永遠の生」に到達するか
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らである。 
従って、もし人間が永遠の生命を得て実際に永遠に生きる存在と

なれば、思考は死の限定から解放されると同時に「永遠の生が与え
る思考の無限の可能性」を失うのである。 

三種の神器の一つである八咫の鏡¹⁵は、我々が持っている死の概
念が反転した時

．．．．．
、生と死の実相が見えることを暗示しているのでは

ないか。即ち、「生は執着すればその先にただ死があり、死は受け
入れれば反転し、永遠の生となる」という暗示である。「生への執
着を捨て、死を受け入れて永遠の今を生きよ」、神代の祖先はそう
言っているのである。八咫の鏡は、愛すべき神々が我々に与えた、
「永遠の生」を悟る為の「暗示の鏡」なのかもしれない。 

古代エジプト文明の歴代の王のように、幾多の文明の頂点に君臨
した王や皇帝達は、思考モードを切り替えること（執着を捨てるこ
と）ができなかった。彼らにとっての永遠の生は、あくまで生物学
的、物理的な永遠の生命であった。彼らが死出の旅に携えた

、、、
巨万の

富がその証左と言えよう。彼らは富と権力で死の向こうにある永遠
の生を買い取る

．．．．
つもりでいたのである。 

呪縛された支配者達は、現代も同じ知見で死と対峙している。尤
も巨万の富はピラミッドではなく、永遠の生命を実現する科学につ
ぎ込まれている。しかし支配者は永遠の生命が現実となった時、「永
遠の生」が永久に失われることを知らない。 

全ての富と権力が支配者に収斂するように出来上がっている文
明の構造、即ち支配者の妄想を実現させる為に構築された構造は古
代から変わっていない。現代に生きる我々も、同じ構造の中で生き、
その構造を守っているのである。 
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そして、この世の真実を解き明かすはずの己の思考が蚊の思索程
もないことを知り、往生際良く観念するしかなかった。自分が何れ
この世から消滅する意味が分かった私は、隣で星を見ている友人が
無性に愛おしくなった。だが、私は今日まで、彼らに一度もその時
感じたような深い感謝の言葉を述べたことがない。恐らく、それが
辞世の句のように響くことを嫌うからであろう。  

全ての意味が消失したのは、無限の宇宙に同化することで、時を
．．

生んでいた自我
．．．．．．．

が消えたからであった。そして今、「死が意味する
こと」は、無限の彼方にあるあの天中の星のようにはっきり見えて
いる。 
 
〈死と永遠の生について〉 

ある日その時が来て、私の存在は永遠の無に帰す。それはあまり
に悍ましい、受け入れがたい現実である。だが人は、死に蹂躙され
る前に死と和合する。それは、全ての執着を捨て、無条件で死を受
け入れる為の究極の生であり、死を超越する為に生が到達する究極
の境地である。 

もし今際の際に至らなくともその境地を生きるなら、人は執着か
ら解放されて「永遠の生」を生きることとなり、思考は無限の可能
性を得るのである。それは、「人は死を受け入れることによって永
遠の生に到達する」という深遠なパラドックスである。 

「永遠の生」とは人間の思考に無限の可能性を与える形而上学的
永遠の生命のことであり、絶対現在

．．．．
を生きることを意味する。生物

学的永遠の生命においては、「永遠の生」は永久に失われる。人間
は死によって限定されるが故に思考し、「永遠の生」に到達するか
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らである。 
従って、もし人間が永遠の生命を得て実際に永遠に生きる存在と

なれば、思考は死の限定から解放されると同時に「永遠の生が与え
る思考の無限の可能性」を失うのである。 

三種の神器の一つである八咫の鏡¹⁵は、我々が持っている死の概
念が反転した時

．．．．．
、生と死の実相が見えることを暗示しているのでは

ないか。即ち、「生は執着すればその先にただ死があり、死は受け
入れれば反転し、永遠の生となる」という暗示である。「生への執
着を捨て、死を受け入れて永遠の今を生きよ」、神代の祖先はそう
言っているのである。八咫の鏡は、愛すべき神々が我々に与えた、
「永遠の生」を悟る為の「暗示の鏡」なのかもしれない。 

古代エジプト文明の歴代の王のように、幾多の文明の頂点に君臨
した王や皇帝達は、思考モードを切り替えること（執着を捨てるこ
と）ができなかった。彼らにとっての永遠の生は、あくまで生物学
的、物理的な永遠の生命であった。彼らが死出の旅に携えた

、、、
巨万の

富がその証左と言えよう。彼らは富と権力で死の向こうにある永遠
の生を買い取る

．．．．
つもりでいたのである。 

呪縛された支配者達は、現代も同じ知見で死と対峙している。尤
も巨万の富はピラミッドではなく、永遠の生命を実現する科学につ
ぎ込まれている。しかし支配者は永遠の生命が現実となった時、「永
遠の生」が永久に失われることを知らない。 

全ての富と権力が支配者に収斂するように出来上がっている文
明の構造、即ち支配者の妄想を実現させる為に構築された構造は古
代から変わっていない。現代に生きる我々も、同じ構造の中で生き、
その構造を守っているのである。 

三種の神器の一つである八咫の鏡１７は、我々が持っている死の概

357



 

90 

豊かな生活の為に労働することは当然の正義であろう。だがそこ
には、人々がその当然の正義

．．．．．．．
を生きることによって、支配者の更な

る妄想が実現し、その仕組みが拡大していくという恐ろしいジレン
マが存在する。 

しかし、もし我々が二つの思考原理を使いこなせば、その仕組み
を変えることができる。なぜなら実質的にその構造を維持している
のは我々だからである。我々はただ、従うべきベクトルを間違えた
だけである。その結果霊的進化への道を遠回りしているに過ぎない。 

B モードの思考で生命のベクトルを感じ、向かうべき目標を霊的
進化に修正すれば、社会の構造は愛が創るだろう。愛が創る社会と
は、「一人の豊かな暮らしの前に全ての人の豊かな暮らしの実現が
優先される社会、即ち他者の幸福が自分の歓びとなる社会」である。
そこには支配者も被支配者も存在しない。人々は皆、霊的進化を目
指す同胞はらから

となるのである。 
コンクリートと大気汚染が象徴する現代文明の灰色から、日本人

画家とゴッホが愛したアルルの愛の色彩へは、Bモードの思考が導
いてくれる。霊的進化とは、思考の無限の可能性を封印している呪
縛を解き、愛によって「絶対の自由」を生きることである。 
 
参照・出典 
1 １516 年に、レオナルド・ダ・ヴィンチはフランス王フランソワ 1 世の
招きに応じてフランスに移住している。この時、『モナ・リザ』を持参したレ
オナルドは、その後生涯に亘って『モナ・リザ』に加筆し続けたと考えられ
ている。 川崎尊康 
2 『新版 動的平衡 2』福岡伸一 小学館新書 

参照・出典

1　１516 年に、レオナルド・ダ・ヴィンチはフランス王フランソワ 1

世の招きに応じてフランスに移住している。この時、『モナ・リザ』を持

参したレオナルドは、その後生涯に亘って『モナ・リザ』に加筆し続けた

と考えられている。　川崎尊康
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2　『新版　動的平衡 2』福岡伸一　小学館新書

3　印象派または印象主義は、1848 年、フランスのパリで活動していた

画家達が起こした絵画を中心とした芸術運動である。当時の保守的な美術

界やメディアから痛烈な批判を受け、発表の場を失った彼らは、1878 年

から独力で（私設の会場で）展覧会を開催し続けることで、1880 年代に

は突出した存在となった。この運動の名前はクロード・モネの作品『印象・

日の出』に由来する。この絵が批評家ルイ・ルロワの揶揄を籠めた批判を

受けた結果「印象派」という新語が生まれた。当時ルノワールは「印象派」

という呼称を自分たちに貼られた「反体制派」というレッテルと受け止め、

遺憾な思いでこの呼称を嫌っていたという。　川崎尊康

4　カメラ・オブスクラ（ラテン語：camera obscura、「暗い部屋」の意味）

は、写真の原理による投影像を得る装置で、実用的な用途としては専ら素

描などの為に使われた。出典：ウイキペディア

5　印象派初期の展覧会場は、パリのカピュシーヌ大通りにあったカメラ

マン、ナダールの私設スタジオであった。ナダールは当時多くの芸術家た

ちと親交があり、印象派の画家達に対しても理解が厚く協力的であった。

川崎尊康

6　「思考原理の転換」を理解しやすいように順序を逆にした。実際は心

に浮かぶ色彩を表現しようとする欲求に従った結果、A モードから B モー

ドの思考に転換すると考えるのが自然である。　川崎尊康

7　「完全な理論」は一定の論理構造内において成立する。芸術や科学は与

えられた構造に整合する思考と共に、そこから出ようとする指向性を併せ

持たなければならない。構造の外では、構造内で成立していた「完全な理論」

はその根拠と意味を失う可能性があるからである。芸術も科学も、より「完

全な理論」を探求しているのであり、構造を超えるのはその結果である。
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探求の障害となるのは「構造への依存性（執着）」と考えられる。

　川崎尊康

8　1964 年、ウォーホルがニューヨークに構えたファクトリーと呼ばれ

るアトリエはアルミフォイルと銀色の絵具で覆われており、人々に作品の

制作（製造）が工場の大量生産であるかのようなイメージを与えていた。

川崎尊康

9　『西田幾多郎哲学論集Ⅱ』P322　上田閑照編　岩波文庫

10　万国博覧会への出展などをきっかけに、浮世絵、琳派、工芸品など

の日本美術が注目され、当時のヨーロッパ社会に大きな影響を与えた。

1870 年には、ジャポニズムの影響はすでに顕著であり、1876 年には

「japonisme」という単語がフランス語の辞書に新しく記載された。フラ

ンスの翻訳家ルイ・ファビュレは日本に対する当時のイメージを次のよう

に記している。「日本は巨人のような大股で世界に登場し、今日世界中の

眼がこの国に注がれている」　川崎尊康

11　『逝きし世の面影』渡辺京二著　平凡社

12　『ファン・ゴッホの手紙』P.306　番号 545　みすず書房

13　狂気を孕んだ不自然なベクトルとは、『即興 19』制作の 3 年後の

1914 年に勃発した第一次世界大戦への不穏な国際動向のこと。例えば、

同作品制作年にドイツ帝国軍艦がフランスを威嚇したアガディール事件等。

川崎尊康

14　1919 年ドイツのヴァイマルに「芸術と技術の新たな統合」をスロー

ガンに設立された、美術と建築に関する総合スクール。クレーは 1921

年から 10 年間、ここで教鞭をとったが、1931 年ドイツ人であることを

理由に一方的に解雇された。　川崎尊康

15　1873 年（明治 6 年）創立の神戸市東灘区にある市立小学校
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16　1949 年に楢崎が六甲山系の金鳥山付近で 64 日間に亘る大地電気

測定の研究を行っていた折、猟師の姿をした平十字（ひらとうじ）という

人物から調査用に設置した機材について苦情を受けた。楢崎が苦情に応じ

て直ちに機器を取りはずすと平十字から感謝され、お礼代わりに、平十字

の父親が宮司をしていたカタカムナという神社のご神体であった巻物の書

写を許されたという。これが今に伝わるカタカムナ文献であるという。森

克明の著書によると、楢崎が解読した冒頭には「アシアトウアン　ヒビキ

マノスベシウツシフミ」と記載されており、アシアトウアンなる人物が元

となる文書を写したように読めると主張する。その文献をご神体として祀

る「カタカムナ神社」は実在不明で、ご神体の巻物も同じく所在不明である。

しかし、私は保久良神社がその「カタカムナ神社」ではないかと考えている。

なぜなら保久良神社の境内とその周辺以外、金鳥山頂上の他に楢崎が行っ

たと思われる調査研究に適した場所がないからである。また神殿の横から

裏手にかけて球形の巨岩（直径約 2 ～ 2.5m）が数個存在し、カタカムナ

文献と何等かの関係があると思われるのもその理由である。　川崎尊康

17　記紀神話によれば、天照大御神の岩戸隠れの際に天宇受売命が踊り

狂い、興味を持った天照大御神が岩戸を少し開けた時、この鏡で自身を映

して見せ、そのすきに天手力男神が外に引き出した。すると高天原と葦原

中国は再び明るくなったという。　川崎尊康
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＜査読論文＞ 

 

選りすぐった結果そこにあるもの 

～法然・親鸞の救済からの考察～ 

What is there as a result of selection: 

Consideration from the relief of  

Honen and Shinran. 

 

藤井美恵子（立命館大学） 

 

【abstract】 

Recovering after World War Ⅱ shortage of supplies, the 

generations who have experienced a period of rapid 

economic growth that rebounded are retired, and those 

living in a bubble economy are reaching their 60th 

birthday. They are embarrassed at the disposal of what 

they have stored more than necessary. On the other 

hand, in the lost era after the bubble era, many young 

people have lost sight of life and cannot believe in their 

own potential. 

In order to find truth in Buddhism, Honen and Shinran 

of the Kamakura era entered Buddhist training at the age 

of nine, and continued to practice severely until their 

youth. They believed that believing in Amida Buddha 

without doubt is the heart of Buddhism. 
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Contrasting the way of life of modern people with Honen 

and Shinran's quest, seeks examples of infinite 

possibilities, reveals that shrinking and proper choice, 

rather than enlargement, bring true peace and 

satisfaction. 

 

 

はじめに 

 人は必ず死ぬ。「日本人の死亡率は 100％です」と敬老会で講演した

医師に「そんなに日本人の死亡率は高いのですか」と自分の死を忘れ、

尋ねる老人を笑えるであろうか。私たちの多くは、死を忘れ、生きるの

に必要以上の物を欲し、やがて臨終に至る。引越し、新築、改築、故人

宅の整理時に、多くの不要物の山を前に私たちは呆然とするのである。

最近は「就活」ならぬ、「終活」という言葉を耳にする。生前に持ち物、財

産を処分し、遺言状を作成することで不用品廃棄の手間や遺産相続の

トラブルを回避するための活動である。このように、おそらくは要らない

だろうと感じながら最終的に処分に困るものを私たちは追い求めてき

た。「断舎離」、「終活」の必要性を主張する人たちは、自身の人生の終

着点を見据えた時、実は大切なものはほんの一握りで、「拡大」より「縮

小」することに意義を見出し、生き方を変えたのである。 

 その一方で、「断舎離」どころか、ものを買えず、持てない貧困層が若

者を中心に拡大している。直近の「失われた 20 年」では、大企業やそ

の株主が得をし、多数の労働者の賃金が増えない経済政策が取られ

た。国民年金で生活する老人、非正規社員、一人親世帯、女性の単身

者の多くは貧困に喘いでいる。(1) また、若者の多くは、酒や煙草のよう
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な嗜好品を常習する割合が減った。都会では自分専用車を持たず、外

出機会も減り、娯楽はパソコンや携帯の画面で情報を得、ゲームに興じ

るなどと消費を極力避ける傾向にある。(2) 

 『統合人間学研究』第 2 号の掲載論文（2019 年）において、筆者は

「持つこと」と「あること」について論じた。それは、十分に「持つこと」や

必死に生きてからでないと、「あること」の悩みに行きつかない。「持つこ

と」を通過しないと「あること」の悩みが「持つこと」の悩みの下から浮上

せず、「あること」の悩みが表出する地点まで到達できないという内容

である。この論文で述べる「あること」すら超越する、「よりすぐった結果

残るもの」が、親鸞の教えの「選りすぐり」の結論であることを本稿にお

いて考察する。  

鎌倉時代において日本独自の新宗教が、最澄の開いた天台宗比叡

山延暦寺（以下、比叡山と記す）で学んだ僧侶らによって興った。その

中で法然と親鸞は阿弥陀仏の本願力を疑う心なく信じること、すなわち

回心によって救われる教えを説いた。親鸞はこの教えを浄土真宗（以

下、真宗と記す）と名付けた。 

人生で真に大切なものを「縮小」という観点と、法然と親鸞の「選りす

ぐり」の考え方から、その方向性と内容を吟味することが重要となってく

る。「縮小」と回心に至る過程の関連性も明らかにしていく。 

 

1．法然、親鸞が示した選択・縮小の教え 

1-1 法然、親鸞の比叡山での求道と教え 

 法然は平安時代、長承 2 年（1133 年）に美作の国、今の岡山県で生

まれた。押領使であった父は政敵の夜討ちで息絶える間際に、幼い法

然に仇討ちはぜず、自他共に平等に救われる仏の願いを伝える僧侶に
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なるよう遺言した。数年後、法然は遺言を守り、比叡山で出家得度を済

ませ、僧侶となった。 

 真宗の開祖である親鸞は、承安 3 年（1173 年）平安時代の末期に、

貴族の嫡男として京都で誕生した。全盛であった平氏一門を源氏が滅

ぼし、鎌倉幕府が創設された混乱の時代であった。親鸞は 9 歳で、法

然と同じく比叡山の僧侶となった。比叡山は、現在で例えれば、大学の

仏教研究科と多種多彩な資料を保蔵する国立国会図書館の研究機関

兼実践修行道場のような場所であった。 

ところが、内実は開設当初の最澄の高邁な理想はほとんどなく、法

然、親鸞が修行で目指したところの自身の成仏、すなわち生死出づる

道、転迷開悟を求めるものとは性質や方向性を異にしていた。僧侶は

官僧であり、鎮護国家の国家公務員的な役目を担っていた。国家や貴

族のために現世利益を祈念する行が比叡山では教えられ、即物的現世

利益祈祷所に変容していた。荘園や貴族から潤沢な財源を集め、武装

手段として僧兵も擁していた比叡山は後白河法皇を悩ませていた。 

比叡山での修学・修行によって、親鸞は自身の内なる煩悩を克服し

て真理を悟ろうとした。しかし煩悩が渦巻く親鸞には、それは自身が座

っている座布団を自分で持ち上げようとするようなものであった。親鸞

は比叡山内の常行三昧堂で真剣に修行に励んだが、延命のため僧侶

になった平氏の落ち武者たちの多くは昼は修行をする振りをして、夜は

京の町に降り、酒色に耽っていた。9 歳から 29 歳の間、比叡山しか知

らない親鸞は、彼らを軽蔑しつつも、内心を省みると彼らを羨む気持ち

が全くない訳ではなかった。 

身体的には修行に励んでも、心は集中できずにいた。親鸞の曾孫で

ある存覚は、『嘆徳文』に、比叡山における当時の親鸞の心情を、次の
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なるよう遺言した。数年後、法然は遺言を守り、比叡山で出家得度を済
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ように書いている。 

「定水を凝すと雖も識浪頻に動き、心月を観ずといえども妄雲なお覆

う、しかるに一息つがざれば千載に長く往く、何ぞ浮生の交衆を貪って

徒に仮名の修学に疲れん、須らく勢利を抛って直に出離をねがうべし」1 

現代の言葉に置き換えると「比叡山から眺める穏やかな琵琶湖の水

面も、雲一つない月も、修行に励むわが心はざわざわと動き通しで、静

寂な悟りの境地からはかけ離れ、真理の月の姿を拝むことも出来ない。

もし、今一息切れたら、また長く六道の迷いの中で過ごすことになる。す

ぐに迷いの境涯を出離しなければならない」という意味である。(3)結

局、親鸞が 20 年に及ぶ厳しい修行の末に悟ったことは、自身が煩悩に

まみれ、煩悩を離れては生きられないということであった。修善に励む

ほど、悪の止められない我が身を思い知ったのである。 

親鸞は、29 歳の時、先に比叡山を降りた法然のもとに通い、真剣な

「聞法」(4)を続けた。両者の出合いの 5 年後、法然 75 歳、親鸞 35 歳

の時、共に流刑の身となる。本来、国や権力者に仕えるはずの僧侶が、

民衆に熱心に布教活動をすることに対する見せしめと、阿弥陀仏の本

願以外を信じる他宗派による弾圧の末の刑罰であった。法然は当時、

初めて民衆の中に入り布教したのであった。 

 法然は教えの結論として、『選択本願念仏集』に次のように書いてい

る。 

 「生死の家には疑をもつて所止となし、涅槃の城には信をもつて能入

となす」。2 

このことを親鸞もまた主著である『教行信証』で、高僧たちの中心と

なる教えを称えた「正信偈」に次のように説く。 

「還来生死輪転家 決以疑情為所止 速入寂静無為楽 必以信心為
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能入」3 

法然、親鸞の両人が言わんとすることは、人が迷いから抜けられない

のは、究極的には、阿弥陀仏の本願は知っていても、その本願を受け

入れることが出来ないこと、つまり疑いによるものと説いた。疑いが無く

なることによって、六道輪廻から出離して二度と迷わぬ身となるのであ

り、そのことが信心を得る体験なのである。今生で、一念という短い時

間で得られるとされる信心を獲得したその瞬間から、未来永遠に安心

立命の状態が続くことを明らかにした。つまり、法然と親鸞においては、

阿弥陀仏の本願に対する「疑い」が無くなるそのとき、その瞬間が、究

極の「縮小」なのである。 

 

1-2 法然、親鸞の宗教過程に関する研究 

阿弥陀仏の本願に救われるまでの過程を親鸞は「三願転入」として

説明している。すなわち親鸞は『教行信証』の化土巻に、自己自身の求

道道程を次のように述べている。 

「是を以って愚禿釈の鸞、論主の解義を仰ぎ宗師の勧化に依って、

久しく万行諸善の仮門を出で永く双樹林下の往生を離る。善本徳本の

真門に回入して偏えに難思往生の心を発しき。然るに今特に方便の真

門を出でて選択の願海に転入せり。速かに難思往生の心を離れて難思

議往生を遂げんと欲う。果遂の誓良に由ある哉」。4 

 現代の意味を、簡潔に以下の三点で説明する。一つには、1－1 で論

述した通り、法然同様、長期間における比叡山の聖道門の修行では覚

れなかったこと。二つには阿弥陀仏の本願に対する疑いを持つ自力の

念仏では救われなかったこと。三つには阿弥陀仏の本願に対する疑い

を手放すことで救われたことである。真宗は完全に疑いを手放した状
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態を信心を得た境地とし、この基準を信疑決判という。 

以上が聖道門の修行を捨て、自力の念仏も捨て、阿弥陀仏の本願を

疑う心無く信じ絶対他力に救われるまでの親鸞の求道過程である。 

浄土真宗の宗教過程の主な先行研究として、山岡誓源のアメリカへ

の真宗伝道がある。 宗教教育研究者である山岡が、アメリカの日系四

世、五世に対しての伝道方法として六相（開縁、懺悔、信心、歓喜、報

恩、人生究極）と六位相（出会い、内省、ご縁、幸せ、感謝、意味ある人

生）を用いる教育構造(5)を主張した。しかしこの構造においては、法

然、親鸞が説く、「疑い」という観点から生死を超えることや、仏教にお

ける救いが人生の延長とは全く異なる次元にあることを明確にしていな

いと考える。 

本稿では、現代人に法然、親鸞の教えが真の意味で安寧満足をもた

らすことが分かるように、仏教の喩えを基準として、小説や認知行動療

法の具体例を用いることにより「縮小」の生き方と真宗の「選りすぐり」

の教えを関連付けて、選りすぐった結果そこにあるものをさらに明らか

にしていく。小説や認知行動療法を用いる理由は、人間の心の動きや

気付きを説明するために言葉や行動を用いることが有効な方法である

と考えるからである。 

具体例に移る前に仏教で説く、臨終に直面したとき、頼みの綱が全て

当てにならない例えとしての「三人の妻」と、自分を知るために使う「三

枚の鏡」の基準を示したい。 

「三人の妻」の一人目は最も大切な「身体そのもの」であり、二人目の多

くは他者と争い手に入れた「お金、財産、名誉、地位」等である。三人目

は日頃は居るのが当然のようになっている「家族や友人たち」である。

一号婦人は真っ先に逃げ、二号も一号でさえ逃げたのだからと去り、三
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号は今まで世話になったと最後まで傍には居ても、一緒に死んでくれな

い。死に直面した際、人はこれら全てから見放されるのである。 

「三枚の鏡」とは「自分鏡」、「他人鏡」、「法鏡」の三種類の鏡である。自

分鏡は「欲目」、他人鏡は「都合」が付いていて、この二種類の鏡では正

確な姿が映らない。法鏡の「円満な」基準でしか自己の姿を正確に把握

できないのである。2－1、2－2において「三人の妻」、「自分鏡」、「他人

鏡」の例を挙げていく。「法鏡」は 3 において考察する。 

 

2 物を「持つこと」から自己の存在「あること」、その後への変遷 

2-1 他人に対するパフォーマンスの習癖に疲弊する現代人 

Ｅ・ゴフマンは『行為と演技』(原題 The Presentation of Self in 

Everyday Life）5 の中で、サンソムの小説を取上げて引用している。

それはブリーディというイギリス人のスペインにあるホテルのビーチにお

ける行動の描写である。 

以下要約すると、ブリーディは常に人目につかぬよう気を配り、この

休暇中に関わるであろう人たちに対して、彼が何の関心もない体を装

い、自から中に入らず、どこも見ていない振りをして、内心では、周りや

上から注意深く見ていた。人気のない浜辺だが、仮にボールが飛んで

きても、驚きの表情を浮かべながら面白そうに微笑む（優しいブリーデ

ィ）、その笑みは人々には向けられてはいない。ボールを投げ返して、再

び無頓着を装う。自分を理想的に見せるための小道具として、知る人ぞ

知るホメロスのスペイン語訳の古典本、海岸用のかい巻と鞄が砂まみ

れにならないようまとめた包み（きちんとして神経の行きとどいたブリー

ディ）、すくっと立ち上がり、巨大な身体をさらに大きく伸ばす（大男ブリ

ーディ）。左右なくサングラスを脱ぎ捨てる（つまりはこだわりのない気
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ビーチにおける行動の描写である。
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楽なブリーディ）という「プレゼンテーション」を絶え間なく繰り返す。 

この小説で主人公は自身を、「優しいブリーディ」、「きちんとして神経

の行きとどいたブリーディ」、「大男ブリーディ」、「つまりはこだわりのな

い気楽なブリーディ」と称している。ゴフマンはこの男が自分の動作が

周囲に与える「外面的な印象」に酷くこだわり、さらに彼自身が「人に与

えていると思っている印象」が実は他者が「ほかの誰かから取り集めて

いる印象」と同様であるとしている。つまり、自分が他人への「プレゼン

テーション」で示す印象は、自分以外の誰かが同様に自分に見せるもの

と同様であり、お互いが「プレゼンテーション」をし合う関係の中に「投

影された印象」の世界において、私たちは生きていると述べているので

ある。 

 ここまで連続した抜け目ない「プレゼンテーション」をしないまでも、多

くの人は人目を気にした言動を取る。この事例における他人の関心を

引くための本、かい巻、サングラスなどは、生活必需品でも自身を喜ば

せるものでもなく、単なる「プレゼンテーション」のツールである。小道具

を吟味して、他者に自己を印象付けるのに時間を費やしている。人間が

不幸になる原因の一つが「他人との比較」であるといわれる。このことに

気付かないのか、自分の人生の目的や方向性とは無関係な比較のた

めに、「自身を偽る、無意味な比較」の言動の中で生きている。しかしこ

れらの比較が真の安寧や満足をもたらしてはくれないことを真正面か

ら注意する人が少ないために、無意味な比較からの離脱はなかなか困

難である。 

 

2-2 自身の存在価値「あること」への希求 

 「持つこと」が困難である、もしくは「持つこと」や他人と比べることを続
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けることに疲弊し、心から満足できないと気付いたとき、人間同士の心

が通じ合う「あること」に人生の意義を求めるようになる人たちがある。 

 重松清の自伝的な小説に『きよしこ』6 がある。幼少期から青年期にか

け吃音に悩む少年の物語である。この話は、大人対子ども、健常者と障

害者の対立にとどまらず、実は全ての人に当てはまるであろう苦悩を物

語っている。人が自分以外の誰かを分かろうとしても分かり合えず、か

えって傷つけ合ってしまう様子を赤裸々に描いている。それを引用し考

察していく。 

市の PTA 協議会副会長の年配の先生が吃音の講習会に参加する

小学生たちに、次のように話す。 

『ここに集まっているのは、みんな、同じ悩みを持った十八人の友だちで

す。普段は一人で悩んだり苦しんだりしている君たちも、ここではなに

も恥ずかしがらなくてもいいんです。同じ悩みや苦しみを分かち合っ

て、友情を深めていってください』。 

『リラックスしてしゃべればいいんです。気にするから、よけい言葉が出

なくなるんです』。 

『「どもったってかまわないんだ」と気持ちを楽にして、自分に自信を持

ってしゃべることが肝心なんですね』。 

『ほら、みんな、顔が下を向いちゃっているわよ、胸を張って、もっと

堂々として。吃音なんて恥ずかしいことじゃないんだから』 

『吃音を笑う友だちのことは、笑い返せばいいのよ。つまらないことで笑

う、つまらない奴なんだって』。 

『顔を上げなさいって、いま言ったでしょ。どうしたの？』。 

『トイレ？トイレに行きたかったの？ちゃんと言わなきゃわからないでし

ょ、先生の話、聞いていなかった？』 
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これに対して、子どもたちは次のような態度を示す。瞬きをするたび

に瞼に力をこめ、自分の爪を見、机の縁を消しゴムでこすり、スリッパか

ら浮かせた足の踵をもう片方の足のつま先で触り、上目づかいに先生

をにらむ。机の両端を掴み、全身を小刻みに震わせながら、机を持ち上

げ脚を、床に何度も繰り返し、強く机の上の物が落ちるほど叩きつけ

た。ある子どもが立ち上がり、先生をにらみつけ、痙攣するように身を

震わせて、真っ赤な顔で『うおっ、おっ、おっ、おっ・・・・・・』とうめいた。う

めきながら掌を机に打ちつけ、地団駄も踏んだ。先生が教室を出て行く

と、別の子どもは無人の教壇に向かって、あっかんべえをした。 

少年は心の中で次のように感じる。 

「先生は『悩み』と『苦しみ』を何度も口にした。『悩み』を背負って『苦し

み』ながら生きていく――まるでマンガの、かわいそうな登場人物みた

いだ。最初はなんとなく照れくさかった少年も、やがてかなしくなって」

「今度は、むっとした。なにを言ってるんだ、と思った」。「『言葉がつっか

えたって気にするな』と、おとなはしょっちゅう言う。『笑われたっていい

じゃないか、そんな奴はほっとけ』『吃音なんかにくじけるな』「どもるの

も個性のうちだ」・・・・・・そんなことを言うおとなにかぎって、すらすらと

なめらかに、気持ちよさそうにしゃべる」。「違う。ぜんせん、違う――」。 

 

 「おばさんの先生」は、大人であり確固たる地位を築き、多くを「持つこ

と」の側の象徴である。「小学生たち」は吃音という障害を持ち、将来克

服できるか否かも定かでない子供たちである。先生の無神経な講演内

容に言い返せず、うめき、机を揺さぶり、帰った後の先生にあっかんべ

えすることくらいしかできない。「持つこと」ができていない側の象徴で

ある。異なる立場での心のすれ違いをこの場面では描写しているが、
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別の場面では吃音の障害者同士でも理解し合えないことを重松は描

いている。ほとんどの人は自分の価値観、経験に基づく「欲目」という歪

みを持つ「自分鏡」による考え方しかできない。他人の心の奥底まで、

分かり合うことは困難であり、人間理解をいくら極めようとしても安寧

や満足の境地に行きつく保証はないのである。 

 

3 「聞法」によるパフォーマンスや煩悩依存とは別次元へのシフト  

人が「持つこと」に困惑し、人目を気にしながら「あること」で存在意義

を確認しようとして生きている状況はまさに「煩悩依存」の状態である。

他者との比較で優位に立つことや人間同士の相互理解を求めて迷い

続ける。その結果、苦しみの真の原因に気付かぬままに、人生において

迷いの中で傷つき、痛み、苦しむのである。 

最近では、身体の慢性痛(6)を克服するのに認知行動療法 7 の一つと

して、クリップボードを使う治療法が取り入れられている。テレビで放映

されていた。苦しみの真の原因を患者に認識させるためのものである。

患者と医者が、「痛み」と書かれた紙を挟んだクリップボードを、双方で

押し合う。医者は患者に、感じる痛みを押さえ込む気持ちで、板を押す

よう指示し、患者は持てる力の限り板を押し込み、板の反対側の医者も

また強い力で押し返し、患者もまた応戦する。これを繰り返し、医師は

患者が体感したことを尋ねる。患者は痛みの押し問答は限がなく、精も

根も尽きたと答える。医師は患者に、では、どうしたいかと尋ねると、患

者は押し返すことを諦めて、視点を別にそらすことに気付いたと答え

る。この療法後、患者の生活の質の向上が実現する。痛みばかりに目を

向け、それをなくすべく格闘する自分を客観視する療法を経た結果、痛

みはひとまず脇に置き、自分が本来したいことが少しずつできるように
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別の場面では吃音の障害者同士でも理解し合えないことを重松は描
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なるという効果をもたらす。初めに激痛と感じた痛みは確かに痛いが、

徐々に何とかしのげるようになり、最終的には、日常、気にならない程

度に落ち着いていく。 

そして、痛みを象徴した板の周りには、実は痛みを凌駕するような広

い精神世界がそこにあったことを認識するのである。クリップボード療

法では痛みに執着し捉われ、そこから抜けられずにいることを体感で気

付かせ、周りに広がる世界に目を向けさせるのである。法然も親鸞も煩

悩に焦点を当てた従来の聖道門の修行法ではなく、阿弥陀仏の本願を

疑う心を手放すことによって、迷いの世界からの出離というゴールに出

られる教えとして「聞法」することを説いた。 

以上のように、修行や聞法に縁のない現代人も、「煩悩依存」によっ

て迷っている自己を漠然と知ることができるが、それを直視せず目先の

快適さしか知らないので、アルコール、薬、親、子ども、連れ合い、恋人

等に依存する。よって、いつまでたっても依存から離れられない。臨終

に際してもまだ、クリップボードを必死に押し続け、三人の妻の例えた

煩悩に依存している状態である。自己の姿を自分鏡と他人鏡で見続け

る生活を続けながら、「聞法」という法鏡が映す阿弥陀仏の救いに身を

ゆだねるよう法然、親鸞は説いたのである。 

 

おわりに 

 「起きて半畳、寝て一畳。天下取っても二合半」と言われる。また『仏説

無量寿経』には次のように説かれる。田畑や家が無いことで苦しみ、入

手後も管理や維持でまた苦しむ。牛馬などの家畜、奴隷や雇人、財産、

衣食、家財道具も同様である。有無同然と説いたのである。 

人間の居場所も畳一畳で足り、一度の食事の量も限られる。人は身体
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や入手した全てを置いて、最期には親族や友人に見守られ死んでいく

のである。             

しかし、宗教的転換もしくは真理との邂逅は、執着を離れ煩悩依存を

超えたところにある。これを親鸞の三願転入や様々な具体例を用いて

論じてきた。現代社会において本当に必要なものを見極め、ゴフマンが

引用した小説のように、プレゼンテーションし続けなくてもよく、重松の

小説で表現された、分かりあえない悲しさや憤りがあるままでも、安心

満足できることが重要である。他人へのパフォーマンス等を経て、様々

な感情を味わい切り、自他の鏡に映るものは迷いであり、法鏡で真実

の自己の姿が知らされたとき、宗教的転換点が訪れる。これはまさに

「煩悩依存」からの転換ともいえよう。その転換により、実は思いがけな

いところに根本原因があると知らされる。これをクリップボードの例えを

用いて考察した。 

先に紹介した正信偈の冒頭に「帰命無量寿如来 南無不可思議光」8

とある。「南無阿弥陀仏」と同じ意味である。これを真宗八代目宗主の

蓮如は『御文章』で「されば弥陀をたのむ機を阿弥陀仏のたすけたまふ

法なるがゆゑに、これを機法一体の南無阿弥陀仏といへるはこのこころ

なり。これすなはちわれらが往生の定まりたる他力の信心なりとは心得

べきものなり」9 と説く。「南無阿弥陀仏」とは、「たのむ機」である私たち

と、「助ける法」である阿弥陀仏は一体となれると説いているのである。 

この境地に至る過程では、迷いから抜けて救われたいと決意した瞬

間から拡大膨張する疑いに苦しむ。疑いという苦悩を持ちつつゴール

地点を示す「聞法」を続け、信じる力も手放し、迷いの魂の臨終地点

で、阿弥陀仏と一体となり真の安寧満足の身に救われる。この見地から

の「選りすぐり」の状態は、「持つこと」、「あること」でもなく、臨終におけ
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る三人の妻の例えのような執着を離れた境地が法鏡に広がる。 

「究極の縮小」とは「迷いの世界→仏教→ 浄土教→浄土三部経→仏

説無量寿経→四十八願→十八願文→名号→信の一念」7、「信の一念」

つまり回心の体験である。以後、真理に全てをゆだね、真理と共に生き

ることになる。駆け引きなしに甘えられる親や気の置けない親友を超え

たような、全てを理解し許し全面的に依存してもいい存在に常に護られ

る心境で人生を送れるのである。 

 以上のように本論文では、法然、親鸞の教えを究極の「縮小」と解釈

し、物質や人間理解という依存状態を小説で示し、そこを離れたところ

に真理の世界が開けることがあることを認知行動療法の例えで示し、

その一端なりとも明らかにすることに注力した。 

ただ、この不思議な真理の世界の主が、阿弥陀仏という名称を持つ

存在のみであるのか、他宗教でも同等の真如に救われるのかに関して

は、宗教の統合と融合を研究の最終到達点とする筆者の今後の課題と

する。 

 

 

[註] 

(1) https://toyokeizai.net/articles/-/221708「普通の日本人が知らない

｢貧困｣の深刻な実態」（2020 年 1 月 2 日現） 

(2) https://toyokeizai.net/articles/-/147757?page=3「貧困に陥った若

者が､『下流老人』になる未来」（2020 年 1 月 2 日現在） 

(3)聖教の解説は文言の引用に留め、端的に分かり易い現代文に置き換えた。以後

も同様とする。 

(4) 聞法とは、どんな人も必ず助け、極楽で仏となる身に救う。もし助けられなけれ
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ば仏の命を捨てるという阿弥陀仏の本願の生起本末を疑心なく聞くこと。 

(5) 「講演 アメリカでの真宗伝道―宗教教育という一つの方法論を通して―」龍谷

大学仏教文化研究所紀要 44,その他,2005 年 

(6)  ここでの慢性痛の多くは、外傷や関節、筋肉の異常の所見がない、もしくは切

除した四肢の疼痛など。脳が過去の痛みを記憶し続けて引き起こる説もある。 

(7) 仏教に出会う前の迷いの世界から法然、親鸞の説いた信の一念のとき、救われ

る瞬間に向かう「縮小」に集約される様子を表現した。 

 

[引用文献] 

(1) 存覚『歎徳文』1988 年 浄土真宗聖典 (註釈版) 第ニ版 本願寺出版社 
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(2) 法然『選択本願念仏集』1996 年 浄土真宗聖典（七祖編）本願寺出版社  
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(2) https://toyokeizai.net/articles/-/147757?page=3「貧困に陥った若

者が､『下流老人』になる未来」（2020 年 1 月 2 日現在） 

(3)聖教の解説は文言の引用に留め、端的に分かり易い現代文に置き換えた。以後

も同様とする。 

(4) 聞法とは、どんな人も必ず助け、極楽で仏となる身に救う。もし助けられなけれ
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ば仏の命を捨てるという阿弥陀仏の本願の生起本末を疑心なく聞くこと。 

(5) 「講演 アメリカでの真宗伝道―宗教教育という一つの方法論を通して―」龍谷

大学仏教文化研究所紀要 44,その他,2005 年 

(6)  ここでの慢性痛の多くは、外傷や関節、筋肉の異常の所見がない、もしくは切

除した四肢の疼痛など。脳が過去の痛みを記憶し続けて引き起こる説もある。 

(7) 仏教に出会う前の迷いの世界から法然、親鸞の説いた信の一念のとき、救われ

る瞬間に向かう「縮小」に集約される様子を表現した。 
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編集後記

　前回の冊子発行から1年半が経過し、この度、３冊目の

分科会冊子発行の運びとなりました。今回の冊子は前回を

上回る難産となり、長期に渡るリサーチの結果を纏めた力

作が多く、予定の倍の厚さの本に仕上がりました。

また今回の冊子では「査読論文」という形で、分科会外か

らの投稿も受け付ける試みを行いました。日本で市民研究

が普及しないのは、活動や発表の場が限られていることが

大きな要因でしょう。外部の原稿を取り入れることが、今

後の分科会の学際的な発展や、読者の皆様からの「私も

次は投稿したい」という問い合わせに繋ることを期待して

おります。本冊子が市民研究の発表の場として貢献できれ

ば、編集者冥利に尽きます。

　次の号からは、論考だけでなく、旅行記やエッセイや書

評のような投稿も受け入れようと考えて、現在、編集員は

準備をしております。冊子が新たな縁をつないでくれると

信じております。

生物多様性分科会　事務局　入 澤 仁 美　


